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令和４年第２回 

幸手市教育審議会会議録 

招 集 期 日  令和４年６月 28日（火）午後１時 30分 

開 会 場 所 吉田小学校 １階 会議室 

開会の日時・宣告者 令和４年６月 28日（火）午後１時 30分 森  祥 一 

閉会の日時・宣告者 令和４年６月 28日（火）午後２時 55分 小 林  学 

議 長 森 祥一（会長） 議長代理 小林 学（副会長） 

委

員

出

席 

状

況 

議  席 氏    名 摘 要 議  席 氏   名 摘 要 

１ 出井 保信 出席 １１ 細井 孝 出席 

２ 稲垣 仁美 出席 １２ 松田 光男 出席 

３ 井上 弘江 欠席 １３ 松本 佑季子 出席 

４ 大村 真樹 出席 １４ 眞中 千穂 出席 

５ 小川 聖子 出席 １５ 三柴 幸一 出席 

６ 小曽根 昌雄 出席 １６ 宮田 充 出席 

７ 木村 麻子 欠席 １７ 森 祥一 出席 

８ 木村 則之 出席 １８ 山下 治郎 出席 

９ 小林 学 出席 １９ 山本 太輔 出席 

１０ 竹内 徳望 出席 ２０ 渡邉 千穂 出席 

議 

 

事 

 

参 

 

与 

 

者 

職   名 氏   名 職   名 氏   名 

教 育 部 長 小 林 秀 樹   

総 務 課 長 服 部 道 春   

学校教育課長  堀 越 成 夫   

吉田小学校長  城 崎 克 恵   

    

    

書   記 大竹孝典・関口智章 傍   聴 ０人 
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会 議 事 件 名 顛             末 

１ 開    会 

午後１時 30分 

 

 

２ 前回会議録の 

承認 

 

 

 

３ 会議録署名委員

の指名 

 

 

 

４ 議事 

（１）小規模校の実

情について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）アンケートにつ

いて 

 

 

森会長 

  開会を宣する。 

 

 

森会長 

  前回会議録の承認を求める。 

≪承認≫ 全員異議なく承認。 

 

 

森会長 

  議席番号 1 番の出井委員と議席番号２番の稲垣委員に

署名をお願いする。 

 

 

 

吉田小学校長 

  小規模校の実情について、複式学級等の学習状況の視

察を行った後、資料により説明する。 

≪質疑≫ 

委員 

  小規模校は、給食費の総額が少ないことから、市内共通

のメニューを提供することが困難な場合があるとの説明

があったが、給食費を公会計化し、市内の全ての学校で、

同水準のメニューが提供できるようにしてはどうか。 

森会長 

  御提案いただいた件については、別の場所で御検討い

ただきたい。 

 

（ 吉田小学校長 退席 ） 

 

 

森会長 

  アンケートの実施について、委員に諮る。 

  ≪承認≫ 全員異議なく承認。 

事務局 
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  アンケートについて、資料に基づき説明する。 

≪質疑≫ 

委員 

  回答者の地域が分かるように調査をしないと、小規模

地域の回答が薄まってしまうと思う。地域別に集計でき

るような方法を取るのか伺う。 

事務局 

  回答者が在住等する学校区を伺う設問を設け、地域別

に集計できるようにしたいと考えている。 

委員 

  調査期間の案は、９月４日（日）までとのことだが、こ

のアンケートの集計結果をもとに今後、本審議会で議論

を進めていくのか。 

事務局 

  アンケートの集計結果を踏まえた議論をお願いしたい

と考えている。 

なお、集計が９月末までに間に合わず、10 月にずれ込

んでしまう場合もあるかと思う。 

委員 

  ２点要望する。 

１点目は、学校の統廃合について、これまでに幸手市議

会での質疑があったら、情報提供をしていただきたい。 

２点目は、近隣自治体では、春日部市や行田市が統廃合

を実施しているが、先進地の成果や課題があったら情報

提供をしていただきたい。 

事務局 

  １点目については、後日、情報提供したい。 

２点目だが、本審議会の小林委員は、前春日部市立江戸

川小中学校長を務められ、統廃合にも携わられていたの

で、のちの議論で当時の成果や課題等を伺えればと考え

ている。 

委員 

  アンケートの調査項目「小中一貫教育への期待度と望

むこと」に学校運営協議会委員が調査対象者に含まれて

いない理由を伺う。 

  次に要望だが、アンケートの付随資料に、国が示す１学

級当たりの児童・生徒数を入れていただけるとありがた

い。 
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（３）適正規模・適正

配置について 

 

 

 

事務局 

  小中一貫教育は、地域の方には馴染みが薄いと思われ

ることから、調査対象者から除いている。 

  本審議会で、学校運営協議会委員も対象とした方が良

いという結論が示されれば、含めることも可能である。 

森会長 

  原案のとおりで良いか伺う。 

出席委員全員 

  異議なし。 

委員 

  アンケートの付随資料に、「国が示す望ましい学級数及

び通学距離」とあるが、この通達は、文部科学省が７年前

に示したものであり、現在のコロナ禍とは状況が変わっ

てきていると思う。 

本日、視察した吉田小学校では、小規模校ながらソーシ

ャルディスタンスが保たれ、子どもたちが生き生きと学

校生活を送っており、むしろ素晴らしいと感じた。 

コロナ禍以前の基準を示して調査を実施することに、

私は疑問を感じる。 

委員 

  市の財政を主にするのではなく、子どもたちを中心に

議論を進めるべきである。 

  また、小中一貫教育については、馴染みが薄い方が多い

と思うので、分かりやすい資料を示してアンケートを実

施する必要があると思う。 

事務局 

  本日いただいた御意見等をもとにアンケート様式の案

を作成し、次回の審議会でお示しする。 

その上で、更に議論を進めていただき、反映したもので

調査を実施したい。 

≪採決≫ 全員異議なく承認。 

 

 

森会長 

  市内小中学校の今後の在り方全体を通して何か御意見

や御要望等があれば伺う。 

≪質疑≫ なし。 
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５ その他 

（１）次回審議会日程 

 

 

 

 

 

 

 

６ 閉   会 

午後２時 35分 

 

 

事務局 

次回の審議会の日程について説明する。 

 

日時 令和４年７月 19日（火） 

午後１時 30分 

場所 市役所本庁舎 ３階 第１委員会室 

 

 

小林副会長 

  閉会を宣す。 
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他 特 に 重 要 

と 認 め る 事 項 

 

な  し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記会議の顛末を記載し相違ないことを証するため、こ

こに署名する。 

 

 

               令和 ４年 ７月１９日 

 

 

署名 

 

       審議会会長    森   祥 一 

 

       審議会委員    大 村 真 樹 

 

       審議会委員    小曽根 昌 雄 

 

       事務局職員    大 竹 孝 典 

 

 


